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挑

Presented by CANADA TSUGA E120 

「白い蕎麦家」
設計・瀬野和広氏　構造・稲山正弘氏　施工・内田産業

文・出町正義
撮影（写真1～5）・石井雅義

　

箱
が
積
み
重
な
っ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
外

観
の
建
物
が
、
東
京
都
昭
島
市
に
完
成
し
た
。

白
く
モ
ダ
ン
な
こ
の
建
物
は
な
ん
と
蕎
麦
店
で

あ
る
。
若
き
店
主
の
「
和
か
ら
脱
却
し
て
白
を

基
調
に
し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
建
築
家
の
瀬

野
和
広
氏
が
く
み
取
り
、
こ
の
斬
新
な
デ
ザ
イ

ン
の
店
舗
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

建
物
は
１
階
が
店
舗
、
２
階
と
３
階
が
住
居

の
木
造
３
階
建
て
。
外
観
は
店
に
と
っ
て
看
板

の
よ
う
な
も
の
。
単
調
な
直
方
体
の
建
物
で
は

お
も
し
ろ
く
な
い
と
瀬
野
氏
は
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
４
間
を
１
辺
と
す
る
正
方
形
の
白

い
重
箱
を
ず
ら
し
な
が
ら
重
ね
て
い
く
と
い
う

デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
た
。
ず
ら
し
方
は
、
変

形
し
て
い
る
敷
地
の
角
度
に
合
わ
せ
て
い
る
。

不
整
形
地
の
形
状
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
考

え
た
す
え
の
結
論
だ
っ
た
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
開
口
部
の
取
り
方
で
あ
る
。

箱
を
積
み
重
ね
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
強
調
す

る
た
め
に
、
壁
の
上
下
を
ぐ
る
り
と
窓
に
し
た
。

窓
は
連
続
し
て
お
り
、
途
切
れ
る
部
分
は
ど
こ

に
も
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
上
下
階
の
壁
を
切

り
離
し
、
あ
た
か
も
箱
が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

に
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

木
造
軸
組
構
法
な
の
で
、
当
然
な
が
ら
耐
力

壁
が
必
要
と
な
る
。
通
常
な
ら
こ
の
よ
う
に
連

続
し
た
窓
を
設
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で

目
を
つ
け
た
の
が
「
貫ぬ

き

構
法
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
部
材（
貫
）を
横
方
向
に
通
構
造
の
た
め
、梁・

土
台
と
貫
の
間
に
空
間
が
生
じ
る
。
こ
の
部
分

を
上
手
に
使
い
、
壁
の
上
や
下
に
窓
を
設
け
た
。

構
造
設
計
を
担
当
し
た
稲
山
正
弘
氏
な
ら
で
は

の
発
想
で
あ
る
。

　

特
殊
な
構
造
を
実
現
す
る
に
は
、
よ
り
高
性

能
な
構
造
材
を
使
っ
た
ほ
う
が
安
心
で
き
る
。

瀬
野
氏
が
選
ん
だ
木
材
は
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
だ
っ

1：建物外観。重箱をずらして重ねた
ような姿が人の目を引く
2：突き出しているのはバルコニー部
分。1,300㎜の出っ張りは木造の限
界に挑戦している
3：店舗内観。壁の上部と下部に設
けた窓から光が射し込む
4・5：リビングの吹抜けにカナダツガ
の化粧柱。きれいで主張の少ない木
肌がインテリアになじむ
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3
1

4
5

造
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   貫構法とは

カナダツガ E120とは

長期優良住宅にも最適です

た
。
強
度
や
釘
保
持
力
が
高
く
、
規
格
に
よ
っ

て
選
別
さ
れ
て
い
る
の
で
品
質
の
ば
ら
つ
き
が

少
な
い
。「
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
は
等
級
が
１
本
１
本

に
表
示
さ
れ
て
い
て
信
頼
性
が
高
く
、
構
造
計

算
に
乗
り
や
す
い
」
と
瀬
野
氏
は
評
価
す
る
。

　

強
い
だ
け
で
な
く
、
木
目
が
す
っ
き
り
し

た
お
だ
や
か
な
表
情
も
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
の
特
徴

だ
。
そ
の
た
め
造
作
材
や
建
具
、
床
材
に
使

わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
構
造
材
で
露
し
で
の

利
用
に
も
適
し
て
い
る
。
今
回
は
建
物
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
２
階
か
ら
３
階
ま
で
の
吹

抜
け
に
カ
ナ
ダ
ツ
ガ
の
化
粧
柱
を
配
置
し
た
。

造
作
用
の
高
級
材
を
加
工
し
た
特
注
品
で
、
木

の
美
し
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

伝
統
的
な
貫
構
法
を
採
用
し
、
カ
ナ
ダ
ツ
ガ

Ｅ
１
２
０
︲
Ｆ
３
３
０
を
用
い
て
現
代
の
木
造

に
求
め
ら
れ
る
強
度
性
能
を
実
現
、
目
指
す
デ

ザ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
構
造
を
知
る
こ
と
で
、
木
造
住
宅
は
こ
こ

ま
で
お
も
し
ろ
く
な
る
の
だ
。

D A T A

所在地　東京都昭島市
竣　工　2009年12月
設　計　瀬野和広＋設計アトリエ
構　造　稲山正弘／
　　　　稲山建築設計事務所

施　　工　内田産業
プレカット　●●●●●
構　　造　木造軸組・地上3階
建築面積　101.54㎡
延床面積　187.78㎡

　貫構法とは、柱に板材の貫を差し込
み、楔

くさび

で固定する伝統的な構法であ
る。地震力が加わると、貫と柱が互い
にめり込むことで耐えるのがその仕組
み。建築基準法の関連法令で仕様が
定められていて、貫を設けて合板を打ち
付けた壁には1.5倍の壁倍率が与えら
れている。
　貫構法は粘り強さが特徴だが、筋か
い耐力壁に比べると壁の変形量が大き
くなる。強度が高いカナダツガの柱を使
えば、貫をしっかりと固定できるので、
躯体の変形が抑えられる。今回は貫自体
にもカナダツガを使用した。貫構法は柱
の途中で横方向の力が加わるため、曲
がりにくいカナダツガは有利である。釘
保持力の高さも有効に働き、地震に強
い住宅をつくる

  現場の声 ダミー貫構法とは、柱の中に板材の貫を差し込み、楔
で固定する伝統的な構法である。地震力が掛かった
ときに、貫と柱がお互いにめり込むことで耐えるのが
その仕組み。建築基準法の関連法令で仕様が定めら
れていて、貫を設けて合板を打ち付けた壁には1.5倍
の壁倍率が与えられている。貫構法は粘り強さが特
徴だが、筋かい耐力壁に比べると壁の変形量が大きく

カナダツガは、カナダ太平洋沿
岸部のバンクーバー周辺の豊
かな森林から生まれる木材。
1本伐採するたびに3本の植樹
を行うなど、森林再生が義務付
けられている。世界の模範とな
る持続可能な森林経営を行っ
ており、枯渇することがないエ
コ木材だ。

環境にやさしいエコ木材

色白でおだやかな表情がカナダツガの特徴。窓枠や造作材・
建具材としても利用される木材だ。木目が主張しすぎないので
塗装も映える。表情を生かし、構造材のカナダツガE120を露
しで使うことも多い。

造作にも使えるおだやかな表情

問い合わせ先●カナダツガ・パートナー協会
Te l . 03-5401-0536　Fax. 03-5401-0538
http://www.canadatsuga.or.jp

カナダの製材規格に基づいて
格付けされている。規格を満
たした品質の高い材料のみ選
別されているので、信頼性が高
い。この製材規格は海外製な
がら、日本の軸組工法のために
制定された珍しいもの。性能が
担保されているので構造計算
にかけやすい。

品質の高い規格材

カナダツガE120は、国土交
通省から基準強度の指定を
受けた高強度の構造用製材。
E120のヤング係数があり、長
期間にわたって大きな荷重がか
かっても曲がりくい。釘の保持
力も高く、筋かいや合板、金物
をしっかりと留めつけて建物が
地震に強くなる。

E120の高い強度性能
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